
プロフィール

株式会社MANPA
株式会社観潮
株式会社倫

代表取締役 坂口 宗徳

日本のアマルフィ雑賀崎の眼前の旅館シーサイドホテル観潮の
３代目として生を受ける。桐蔭高校、立教大学を経て㈱マイカ
ルに入社。退社後、㈱観潮楼に入社。全旅連青年部、日本旅館
協会等の組合活動にて役職を歴任。３２歳の時、㈱萬波楼を南
海電鉄からM＆A。㈱MANPAの代表取締役就任。萬波、観潮の
事業再建に取り組み、窮地より脱する。
お客様、スタッフ、会社の３方良しを目標に経営に取り組み、
企業経営の皮をかぶった家業経営のスタイルで和歌の浦で2軒の
宿を営む。
少年野球のボランティア活動にも協力している。
個性心理学、経営マネージメントゲーム、フードコーディネー
タ―等の資格を有している。

座右の銘：おもしろきこともなき世をおもしろく

略歴
全旅連青年部研修系委員長
全旅連青年部担当副部長
日本旅館協会IT委員会委員長
全旅連DX委員会委員長
和歌山県旅館組合青年部部長
和歌山県旅館組合専務理事
和歌山市観光協会理事
和歌の浦観光協会協会長
日本旅館協会関西支部連合会
和歌山支部長
ヤング和歌山ビクトリーズコーチ



和歌の浦温泉萬波 MANPA RESORT
日本スタイル

〒641-0023
和歌山市新和歌浦2-10
（TEL)073-444-1161
（FAX)073-445-3116
http://www.manpa.co.jp

紀州温泉ありがとうの湯 漁火の宿シーサイド観潮

〒641-0061
和歌山市田野82
（TEL)073-444-0111
（FAX)073-445-6048
http://www.kancho.co.jp



人事評価制度の取り組み
（採用システム） あしたのチーム
（きっかけ） 従業員スタッフのモチベーションUPとキャリアビジョンの提示

『夢を持って仕事に取り組んでもらいたい』
（良かったこと） ・春夏秋冬で8回の面談を実施。コミュニケーションUP

・年2回の昇給。売上数値と口コミ数値への意識UP
・面談回数が多いので、それに対する不満アリ。（忙しい）





シフトシステムの導入について

山梨県 石和温泉 石和名湯館 糸柳
専務取締役 内藤 修平



シフト作成にかかる毎週合計12時間ほどの各部署の

リーダーや支配人の時間を、毎週合計8～10時間ほど削減できました

業務の洗い出し作業



導入前のシフトが出来上がるまでの過程



①各部署での希望休の提出

②各部署で月間の仮シフト作成

③仮シフトを使いシフトリーダーが確定シフト作成

④デイリーの役割表を作成

導入前のシフトが出来上がるまでの過程

石和名湯館 糸柳 客室数：３８室 従業員数：100名（パートアルバイト含む）



希望休・希望出勤 のメモ

①各部署での希望休の提出



②各部署で月間の仮シフト作成



②各部署で月間の仮シフト作成



②各部署で月間の仮シフト作成



③仮シフトを使いシフトリーダーが確定シフト作成



④デイリーの役割表を作成



④デイリーの役割表を作成

以上が、今までのシフト作成の流れです。



Shiftmation導入・設定作業



1. 従業員の名前入力

2. 「シフト種別管理」の作成

3. 「スタッフグループ」の作成

4. 「許可・指定シフト」の作成

5. 「シフト作成条件管理」の作成

6. 「希望シフトの提出」を従業員に依頼

7. シフトの作成開始→完成度チェック→条件追加・変更

100％に近づける調整

Shiftmation導入・設定作業



2. 「シフト種別管理」の作成

Shiftmation導入・設定作業



3. 「スタッフグループ」の作成

Shiftmation導入・設定作業



4. 「許可・指定シフト」の作成

Shiftmation導入・設定作業



5. 「シフト作成条件管理」の作成

Shiftmation導入・設定作業



5. 「シフト作成条件管理」の作成

Shiftmation導入・設定作業



6. 「希望シフト提出」を従業員に依頼

Shiftmation導入・設定作業



7. シフトの作成開始→完成度チェック→条件追加・変更

100％に近づける調整

Shiftmation導入・設定作業



7. シフトの作成開始→完成度チェック→条件追加・変更

100％に近づける調整

Shiftmation導入・設定作業



宿泊施設における業務の洗い出しの重要性
Shiftmation まとめ



システム上でシフトを組むための定義・ルール付けが重要であり

業務の切り出しを細かく行うことで、その定義をスムーズに定めることが出来た。

システムを導入してからは、シフト作成にかかる毎週合計12時間ほどの各部署の

リーダーや支配人の時間を、毎週合計8～10時間ほど削減でき、さらなる業務

効率化につなげることが出来ている。

宿泊施設における業務の洗い出しの重要性
Shiftmation まとめ



難しかったこと

各部署の業務内容の把握・宿泊組数による人員配置・従業員の出勤条件など

シフト作成者の頭に入っている情報ををシステムに入れ込むこと。

→業務の洗い出しの重要性

よかったこと

・webで希望休、出勤の提出でき、メモが減った。

・各部署での仮シフト作成が不要になった。



よかったこと

・月間シフト作成の課題
各部署の仮シフト、メモなどを見て、責任者・リーダー格の出勤・運営が滞りなく

行えるか、バランスを考えながら作成する手間が大幅に減少した。

1分で月間のシフトが作成できるようになった。

システム導入後、どこにどのくらい人が足りないか一目でわかるようになった。

・月間シフトでおおよその出勤時間がわかるようになり従業員のプライベートを
確保できるようになった。



宿泊施設の作業切りだし事業

水織音の宿 山水荘
渡邉 利生

～生産性革新への取り組み～



水織音の宿 山水荘

1953年創業。 「旧いますや」から独立する。
四季折々の花鳥風月を楽しむことができる荒川の景勝や
1000坪の庭園があり、 滝の音と大自然に抱かれて浸る絶景の源泉かけ流し露天風呂「太子
の湯」を筆頭に、展望大浴場「瀧の湯」「淵の湯」、大浴場「つれづれ」「たまゆら」、5種類の貸切
風呂など、野趣あふれる温泉の醍醐味が味わえる湯彩の宿です。

ふうぼうてんりゅうたいしのゆ さんすいそう

●施設

●沿革

全69室 ／ 1泊2食 14,450円～45,000



労働生産性向上の取組み①

稼働対応労働時間制の導入
～就業規則と賃金規定の見直し～

●年間105日の週休2日制を目指す

●就業規則と賃金規定を変更
稼働対応労働時間制の明記(所定４ｈ、所定外４ｈ)

●平均8時間労働を目指す

●役職手当、子供手当等 手当の充実

●組織の指揮命令系統の再定義
ー職務権限規程を定めるー



労働生産性向上の取組み②

業務シフト編成の再構築

●１日毎のシフト編成

●週１回のシフト会議の実施

●シフト編成ソフトの導入
(by内藤耕先生提供)



デジタル化による業務改善



デジタル化生産性向上の取組み①

業務シフト編成の再構築

BEFORE

出勤か、早番か中番か遅番か 細かい時間はタイムカードで社員任せ



デジタル化生産性向上の取組み①業務シフト編成の再構築

シフトソフトによる勤務体制と労働時間の見える化とマルチタスク、休暇取得の促進

CSVによる給与計算
ソフトとの連動、給与
計算業務も効率化

AFTER



人時生産性の取り組み

客観的指標に基づく労働投入量の分析
と収益力のPDCA改善の取り組み



８月 労働生産性報告

① ７月の結果について。

結果として「労働生産性5,000円/h」を割り込む形となりました。
現状として客層等様々な変化があり以前と繁忙期や閑散期も時期がズレたり

難しい部分がありますが、状況に合わせて公休日数の組み換えを行ったりといった
フレキシブルな対応が必要



② ８月の労働生産性と今後の取り組み

８月の結果予測労働生産性 6,750円/h

※特筆すべき点として売上が150万
以下(原価引き後)の状態でも人時生
産性が5,000円/hを上回る日がいく
つかでてきました。内容を考察しモデ
ルシフトを作成していきたいと思いま
す。
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2024/7/14 2024/7/15 2024/7/16 2024/7/17 2024/7/18 2024/7/19 2024/7/20
売上 200 100 150 130 180 220 300
フロント 7:00:00 2:30:00 1:45:00 1:45:00 4:45:00 21:30:00 41:00:00
準備 4:00:00 2:00:00 2:00:00 2:00:00 2:00:00 7:30:00 12:30:00
ルーム 0:00:00 0:15:00 0:30:00 0:30:00 0:30:00 12:00:00 14:00:00
夕食 27:30:00 30:00:00 35:49:00 16:40:00 45:00:00 37:00:00 52:00:00
朝食 27:30:00 22:00:00 17:00:00 19:00:00 19:42:00 22:30:00 37:00:00

業務（1）

※この部分の横棒グラフを売上の変
動にリンクさせる。

※この部分の横棒グラフを下方向に
圧縮していく。
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2024/7/14 2024/7/15 2024/7/16 2024/7/17 2024/7/18 2024/7/19 2024/7/20
売上 200 100 150 130 180 220 300
部屋清掃 70:20:00 68:22:00 19:45:00 14:50:00 16:54:00 29:55:00 65:51:00
洗い場 29:20:00 13:32:00 11:47:00 7:31:00 1:19:00 20:04:00 29:12:00
布団敷き・上げ 29:50:00 18:10:00 7:40:00 8:40:00 11:38:00 20:08:00 29:17:00
調理 30:42:00 15:40:00 18:20:00 15:40:00 21:40:00 47:00:00 57:00:00

業務（2）

※この部分の横棒グラフを売上の変
動にリンクさせる。



Ⅱ‐ⅲ 生産性向上

1. ８月の結果報告と９月の進捗
8月生産性 6,722円/h
9月進捗 4,600円/h



Ⅱ‐ⅲ 生産性向上

2. 今後の取り組みについて
※シフトのコントロール

閑散日、6～7時間シフト
週末の労働時間の確保

※終了時間の管理
見回り、声掛け、部署間の連絡



Ⅱ‐ⅲ 生産性向上

3.  模範シフト
8月22日 売上1424000 業務時間合計284時間 信達22組62名 飛泉1組15名 桃里4組9名



Ⅱ‐ⅲ 生産性向上
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8月22日 売上1424000 業務時間合計284時間 信達22組62名 飛泉1組15名 桃里4組9名
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8月22日 売上1424000 業務時間合計284時間 信達22組62名 飛泉1組15名 桃里4組9名



Ⅱ‐ⅲ 生産性向上

3.  模範シフト
8月22日 売上1424000 業務時間合計284時間 信達22組62名 飛泉1組15名 桃里4組9名



Ⅱ‐ⅳ 生産性向上

８月の分析より…
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業務（1）
売上に追随させる。

圧縮していく。

１日の原価引き後の売上が150万の場合
模範シフトの数値を鑑みると
・接客約100h
・施設約110h
・調理約60h
・事務所30h
トータル300hとなり5,000/hを突破している。
これを基準として売上を係数としていくと各部
署の目標時間が算出できる
次回の閑散時期に実施



労働生産性向上の取組み 成果
BEFORE AFTER

・通常時の下膳終了が平日11時以降
お正月GW等の特日は、下膳終了が
夜2時以降
→長時間労働、膨大な深夜割増労働時間

・基本給低い、低賃金、慢性的長時間労働

・基本給安い、残業時間多、総人件費高

・固定費高い、収益率悪い

・通常時の下膳終了 10時には全会場終了
お正月GW等の特日は、下膳終了が
夜12時前には終了
→働き方改革、深夜割増労働時間の削減

・基本給アップ、年間105日休日、閑散期と
繁忙期で残業時間が変動
閑散期は一人45時間以内

・基本給アップ、残業時間減、総人件費減
・固定費減、収益力アップ

0.26

0.28

0.3

0.32

0.34

年間の売上高と総人件費率

2015 2016 2017 2018 2019



最後までご清聴ありがとう
ございました。

風望天流太子の湯 山水荘
渡邉 利生



旅館経営の効率化を目指して①

想定される経営課題
物価上昇に伴う運営経費の上昇

→人件費、客室清掃費、水光熱費、リネン＆アメニティー費など

労働力不足と人件費上昇

→新卒社員の初任給の引き上げ、幹部候補生育成プログラム

→外国人労働力の活用（募集・採用・教育・定着）に関する取り組み

未来への対応



旅館経営の効率化を目指して②

未来への対応
物価上昇への対応

→省力化に繋がる更なるDX化などの対応
→更なる省エネ対応（SDGs見える化、GSTC認証）
→アッパーブランドの創出と展開（高付加価値など）

労働力不足への対応

→雇用条件や職場の魅力の改善

→外国人労働力の活用（募集・採用・教育・定着）

同・異業種との連携

→運営力、ブランド力、送客力の強化

→外部視点から経営改善や新商品開発へのヒント



旅館経営の効率化を目指して③

ES（Employee Satisfaction)への取り組み
→働きたくなる職場環境

→積極的な社内コミュニケーション

情報（ICT, AIを含む）取得及び活用
→社内外の情報伝達プロセスの確立

→業界及び行政の動きを把握、対応

経営者のリーダーシップ
→同・異業種との交流

→絶えない探求心


